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(百万円未満切捨て)

１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 4,710 △1.9 728 11.1 724 11.2 477 9.0

2025年11月期中間期 4,798 10.3 655 15.7 651 15.7 438 14.0
(注) 包括利益 2026年11月期中間期 501百万円( 13.7％) 2025年11月期中間期 441百万円( 9.6％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 816.75 ―

2025年11月期中間期 749.45 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 8,790 5,076 55.7

2025年11月期 8,348 4,592 52.9
(参考) 自己資本 2026年11月期中間期 4,899百万円 2025年11月期 4,418百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2026年11月期 ― 0.00

2026年11月期(予想) ― 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,600 1.9 1,030 12.3 1,020 10.2 670 9.7 1,145.78
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年11月期中間期 586,100株 2025年11月期 586,100株

② 期末自己株式数 2026年11月期中間期 1,356株 2025年11月期 1,343株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 584,748株 2025年11月期中間期 584,757株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算
に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



株式会社協和コンサルタンツ(9647) 2026年11月期 第２四半期(中間期)決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

２．中間連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………４

（１）中間連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………４

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 ……………………………………………………６

中間連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………６

中間連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………………７

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………８

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………………11



株式会社協和コンサルタンツ(9647) 2026年11月期 第２四半期(中間期)決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業の底堅い投資意欲と、物価高の影響を受けつつも雇用・所得環

境の改善を受けて個人消費も底堅く推移し、景気は緩やかな持ち直しの動きがみられました。しかしながら、景気

の先行きは、イラン情勢の緊迫化による原油価格の上昇やナフサ等の輸入原材料の不足、国内金利の上昇による資

金調達コストの増加、人材不足による供給制約の深刻化などの影響を受け、不透明さが残るものとなりました。

一方、当社グループの主力事業である建設コンサルタント事業は、これまでに引き続き防災・減災、国土強靱化

関連事業の需要が一定の水準で維持されているほか、防衛力整備計画に基づく基地整備関連の需要が加わり、比較

的良好な受注環境でありました。また、情報処理事業は、需要そのものに大きな変化はないものの当期首より実行

している各種受注対策の効果が着実に現れ始めております。

このような状況下、当社グループは、当期計画の達成に向けた受注量の確保とより一層の生産性の向上に努め、

建設コンサルタント事業は、受注高・売上高共に前年同期をわずかに下回りましたが、利益面においては増益を達

成することができました。また、情報処理事業は、前年同期を上回る受注となり、利益面で営業損失を解消するに

至りました。

この結果、当中間連結会計期間の業績は、受注高4,912百万円（前年同期比1.1％減）、売上高4,710百万円（前年

同期比1.9％減）、営業利益728百万円（前年同期比11.1％増）、経常利益724百万円（前年同期比11.2％増）、親会

社株主に帰属する中間純利益477百万円（前年同期比9.0％増）となりました。

以上のことから、当社グループは、2026年１月に開示した業績予想に対する進捗が順調に推移しているものと判

断しております。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

主力事業であります建設コンサルタント事業は、受注高3,680百万円（前年同期比3.8％減）、売上高3,983百万円

（前年同期比1.6％減）、営業利益777百万円（前年同期比8.0％増）となりました。

（情報処理事業）

情報処理事業は、受注高1,229百万円（前年同期比7.9％増）、売上高724百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益

6百万円（前年同期は営業損失8百万円）となりました。

（不動産賃貸・管理事業）

不動産賃貸・管理事業は、当社子会社が主に連結グループ内企業に対してサービスを提供している事業で、受注高

1百万円（前年同期比9.8％減）、売上高1百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益18百万円（前年同期比8.0％減）

となりました。

（注）上記セグメント別の受注高及び売上高は、外部顧客に対する受注高及び売上高のみを表示しております。セ

グメント別の営業利益は、外部顧客に対する額に加え、セグメント間の額を含めて表示しております。内部売上高を

含む詳細につきましては、[セグメント情報]をご参照下さい。
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（２）財政状態に関する説明

（総資産）

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ442百万円増加し、8,790百万円となりました。

これは受取手形・完成業務未収入金及び契約資産等が335百万円減少した一方、現金及び預金が754百万円増加したこ

と等によるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ41百万円減少し、3,713百万円となりました。こ

れは短期借入金が400百万円減少した一方、契約負債が255百万円、業務未払金が97百万円増加したこと等によるもの

であります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ483百万円増加し、5,076百万円となりました。

これは利益剰余金が460百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、2026年１月16日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,294,134 5,048,143

受取手形・完成業務未収入金及び契約資産等 2,420,132 2,084,759

未成業務支出金 21,270 20,798

その他 75,825 83,987

流動資産合計 6,811,362 7,237,689

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 108,418 104,796

土地 526,435 526,435

その他（純額） 115,500 109,421

有形固定資産合計 750,355 740,653

無形固定資産 117,143 114,645

投資その他の資産

退職給付に係る資産 10,258 10,137

その他 696,042 723,257

貸倒引当金 △37,140 △36,240

投資その他の資産合計 669,160 697,155

固定資産合計 1,536,660 1,552,454

資産合計 8,348,023 8,790,143

負債の部

流動負債

業務未払金 336,243 434,001

短期借入金 1,000,000 600,000

契約負債 1,075,553 1,331,341

未払法人税等 222,116 276,505

その他 614,849 552,558

流動負債合計 3,248,762 3,194,406

固定負債

役員退職慰労引当金 165,634 171,797

退職給付に係る負債 280,784 289,046

その他 60,020 58,341

固定負債合計 506,438 519,185

負債合計 3,755,201 3,713,592
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 250,000 250,056

利益剰余金 3,111,042 3,571,090

自己株式 △2,644 △2,805

株主資本合計 4,358,397 4,818,341

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 65,406 84,029

退職給付に係る調整累計額 △5,464 △2,732

その他の包括利益累計額合計 59,942 81,297

非支配株主持分 174,481 176,912

純資産合計 4,592,821 5,076,551

負債純資産合計 8,348,023 8,790,143
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

売上高 4,798,957 4,710,141

売上原価 3,507,636 3,360,802

売上総利益 1,291,320 1,349,338

販売費及び一般管理費 635,798 621,180

営業利益 655,521 728,158

営業外収益

受取利息及び配当金 1,775 3,619

受取家賃 4,482 4,495

その他 1,809 2,842

営業外収益合計 8,066 10,957

営業外費用

支払利息 10,730 14,038

その他 1,100 174

営業外費用合計 11,831 14,213

経常利益 651,757 724,902

税金等調整前中間純利益 651,757 724,902

法人税、住民税及び事業税 229,849 253,724

法人税等調整額 △13,003 △8,844

法人税等合計 216,845 244,880

中間純利益 434,911 480,022

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に
帰属する中間純損失（△）

△3,336 2,430

親会社株主に帰属する中間純利益 438,248 477,591
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

中間純利益 434,911 480,022

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,776 18,623

退職給付に係る調整額 △595 2,732

その他の包括利益合計 6,181 21,355

中間包括利益 441,093 501,377

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 444,429 498,946

非支配株主に係る中間包括利益 △3,336 2,430
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 651,757 724,902

減価償却費 35,541 36,238

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,475 6,163

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,066 12,373

受取利息及び受取配当金 △1,775 △3,619

支払利息 10,730 14,038

売上債権の増減額（△は増加） 685,573 335,373

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,058 471

仕入債務の増減額（△は減少） 246,877 97,757

契約負債の増減額（△は減少） 396,279 255,788

その他 △49,695 △67,832

小計 1,984,890 1,411,653

利息及び配当金の受取額 1,775 3,619

利息の支払額 △11,138 △14,521

法人税等の支払額 △129,373 △201,028

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,846,153 1,199,722

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,713 -

無形固定資産の取得による支出 △5,205 △3,195

その他 △2,277 △3,828

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,196 △7,023

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000 △400,000

配当金の支払額 △17,542 △17,542

非支配株主への配当金の支払額 △1,571 -

その他 △16,621 △20,737

財務活動によるキャッシュ・フロー △435,735 △438,280

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,395,221 754,419

現金及び現金同等物の期首残高 3,279,540 4,035,573

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,674,761 4,789,993
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前中間連結会計期間(自 2024年12月１日 至 2025年５月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年２月27日
定時株主総会

普通株式 17,542 30.0 2024年11月30日 2025年２月28日 利益剰余金

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

当中間連結会計期間(自 2025年12月１日 至 2026年５月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年２月26日
定時株主総会

普通株式 17,542 30.0 2025年11月30日 2026年２月27日 利益剰余金

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年12月１日 至 2025年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

中間連結
損益計算書
計上額
（注２）

建設コンサル
タント事業 情報処理事業

不動産賃貸・
管理事業

計

売上高

(国内)
調査・設計及び施工管理サ
ービス

4,012,263 ― ― 4,012,263 ― 4,012,263

(国内)
情報処理サービス

― 168,307 ― 168,307 ― 168,307

(国内)
人材派遣等のサービス

― 552,074 ― 552,074 ― 552,074

(海外)
調査・設計及び施工管理サ
ービス

35,529 ― ― 35,529 ― 35,529

顧客との契約から生じる収
益

4,047,793 720,382 ― 4,768,175 ― 4,768,175

その他の収益 ― 28,714 2,067 30,782 ― 30,782

外部顧客への売上高 4,047,793 749,096 2,067 4,798,957 ― 4,798,957

セグメント間の内部売上高 ― 60,894 32,626 93,520 △ 93,520 ―

計 4,047,793 809,990 34,694 4,892,478 △ 93,520 4,798,957

セグメント利益又は損失
（△）

719,480 △ 8,328 20,649 731,801 △ 76,279 655,521

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△76,279千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用の主なものはグループの管理部門に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年12月１日 至 2026年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

中間連結
損益計算書
計上額
（注２）

建設コンサル
タント事業 情報処理事業

不動産賃貸・
管理事業

計

売上高

(国内)
調査・設計及び施工管理サ
ービス

3,957,242 ― ― 3,957,242 ― 3,957,242

(国内)
情報処理サービス

― 199,096 ― 199,096 ― 199,096

(国内)
人材派遣等のサービス

― 507,166 ― 507,166 ― 507,166

(海外)
調査・設計及び施工管理サ
ービス

26,223 ― ― 26,223 ― 26,223

顧客との契約から生じる収
益

3,983,466 706,262 ― 4,689,729 ― 4,689,729

その他の収益 ― 18,546 1,865 20,411 ― 20,411

外部顧客への売上高 3,983,466 724,808 1,865 4,710,141 ― 4,710,141

セグメント間の内部売上高 ― 44,786 32,494 77,280 △ 77,280 ―

計 3,983,466 769,595 34,359 4,787,421 △ 77,280 4,710,141

セグメント利益 777,250 6,670 18,999 802,921 △ 74,762 728,158

(注) １ セグメント利益の調整額△74,762千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用の主なものはグループの管理部門に係る費用であります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


